
















































































































































































































































































































































































































































































東 博 本 クレットマン本
獻英樓畫叢 初集 初集三
獻英樓畫叢続編 弐集 二 三集 三十八
獻英樓畫叢残編 三集
獻英樓畫叢拾遺 四集 五集 六集 七集 八集 四集 二 七十一
九集 十集 十一集 十二集 八集 三 八十四
獻英樓畫叢附録 十三集
すでに長崎氏が指摘されているように、｢獻英樓畫叢残編」｢獻英樓畫叢附録」
が各一冊であるのはそれほど不自然ではないとしても、｢獻英樓畫叢拾遺」が
11冊を数えるのに対し、｢獻英樓畫叢」と「獻英樓畫叢続編」が２冊づつしか
ないのは、確かに不自然である。題簽に記された記号や数字から類推しても、
｢獻英樓畫叢」と「獻英樓畫叢続編」の冊数は、｢獻英樓畫叢拾遺」と同程度か
それ以上であった可能性が高いと思う。｢獻英樓畫叢拾遺」もクレットマン本
の数字から推測すると、もっと多く存在していたように推量される。海外の美
術館なり博物館なりの、どこかの倉庫に眠っているのではないだろうか。
我々は、まず能楽関係の記事の解明に着手したばかりで、全容の解明には至
っていない。海外も含めて、今後の調査・研究に励みたい。
最後に、貴重な資料の調査と写真撮影を許されたコレージュ・ド・フランス
日本学高等研究所、ならびに松崎=プチマンジャン碩子所長のご高配に対し、
心から篤く御礼申し上げる次第である。
101コレージュ・ド・フランス寄託『獻英樓畫叢』稿



